
平
成
二
十
六
年
度

文
責

上
村

玉
東
中
便
り

【
一
歩
前
へ
・
一
段
高
く
】

第
一
号

平
成
二
十
六
年
四
月
九
日

平
成
二
十
五
年
度
末
の
定
期
異
動
に
伴
い
、
七
名

の
職
員
が
異
動
し
ま
し
た
。
在
職
中
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
以
下
転
出
先
等
を
紹
介
い
し
ま
す
。

教
頭

浜
崎

泰
史

六
年
（
菊
池
市
立
七
城
小
へ
）

教
諭

髙
木

泰
幸

二
年
（
玉
名
市
立
玉
名
中
へ
）

教
諭

坂
本

裕
子

六
年
（
荒
尾
市
立
平
井
小
へ
）

教
諭

井
上

雄
治

四
年
（
大
津
町
立
大
津
中
へ
）

給
食
調
理
員

渡
邉

美
佐
子

三
年
（
木
葉
小
へ
）

給
食
調
理
員

松
本

登
紀
子

一
年
（
山
北
小
へ
）

特
別
支
援
教
育
支
援
員

杉
山
喜
彦

二
年

退
職

退
任
式
で
は
、
玉
東
中

で
の
思
い
出
や
生
徒
へ
の

最
後
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

花
束
を
抱
い
て
体
育
館

を
後
に
す
る
先
生
方
の
姿

に
涙
す
る
生
徒
も
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
。
ま
た
、
数

多
く
の
卒
業
生
も
お
別
れ

春
は
別
れ
の
季
節

七
名
の
職
員
が
異
動
し
ま
し
た
。

退任式：転出される先生方

に
駆
け
つ
け
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。

転
出
先
の
学
校
で
も
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

七
名
の
新
し
い
職
員
が
玉
東
中
学
校
に
転
勤
し
て

参
り
ま
し
た
。
以
下
氏
名
等
を
紹
介
し
ま
す
。

教
頭

村
上

裕
治
（
荒
尾
海
陽
中
よ
り
）
理
科

教
諭

関
村

進

（
玉
名
中
よ
り
）

技
術

教
諭

宮
本

斉
之
（
玉
陵
中
よ
り
）

数
学

講
師

西
澤
眞
理
子
（
荒
尾
三
中
よ
り
）
特
別
支
援
教
育

特
別
支
援
教
育
支
援
員

水
上
ち
づ
る
（
菊
水
中
よ
り
）

給
食
調
理
員

上
田

佳
子
（
山
北
小
よ
り
）

給
食
調
理
員

松
石

愛

（
木
葉
小
よ
り
）

以
上
七
名
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
新

し
い
学
級
担
任
等
も
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。

★
一
年
部

主

任

緒
方
正
志
（
英
語
）

一

組

山
村
好
弘
（
理
科
）

二

組

髙
田
美
穂
（
国
語
）

副
担
任

水
上
ち
づ
る
（
学
習
支
援
）

★
二
年
部

主

任

富
﨑
弘
子
（
音
楽
・
家
庭
）

一

組

宮
本
斉
之
（
数
学
）

副
担
任

古
江
紀
子
（
学
習
支
援
）

★
三
年
部

主

任

本
田
義
弘
（
理
科
）

一

組

小
山
忠
仁
（
社
会
）

二

組

梅
北
勇
樹
（
保
体
）

副
担
任

井
上
良
子
（
数
学
）

★
ひ
ま
わ
り
学
級

西
澤
眞
理
子
（
一
・
二
年
）

★
教
務
主
任

関
村

進
（
技
術
・
美
術
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度
が
ス
タ
ー
ト

本
年
度
は
、
全
校

生
徒
百
三
十
九
名
、

職
員
数
二
十
三
名
で

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た
。
ま
た
、
今
年
は

学
校
創
立
五
十
周
年

と
い
う
節
目
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。
昨
年

度

よ

り

「

一

歩

前

へ
、
一
段
高
く
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
子
供
を
中
心
に
据
え
て
、
全
職
員

一
丸
と
な
っ
て
教
育
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
保
護
者
の
皆
様
方
、
地

域
の
皆
様
方
の
温
か
い
御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
四
月
八
日
の
始
業
式
で
は
、
二
・
三
年
生

に
、
こ
れ
か
ら
更
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
、
身
に

付
け
て
欲
し
い
四
つ
の
力
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

●
ま
ず
、
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
「
確
か
な
学
力
」

を
身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。
学
力
の
中
で
も
、
特
に

『
基
礎
学
力
』
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
ま
た
、
自
分
自
身
の
言
葉
遣
い
や
行
動
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
「
心
の
力
」
を
身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
を
『
規
範
意
識
』
と
言
い
ま
す
。

●
さ
ら
に
、
自
分
の
健
康
と
安
全
を
自
ら
の
手
で
守
る

力
を
身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
を
『
自
己
健
康

管
理
能
力
』
と
言
い
ま
す
。

●
最
後
に
、
集
団
の
一
員
と
し
て
互
い
に
協
力
し
、
よ

り
よ
い
人
間
関
係
を
つ
く
れ
る
力
を
身
に
付
け
て
く

だ
さ
い
。
こ
れ
を
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
』

と
言
い
ま
す
。

（
一
部
抜
粋
） 平成７年に新調された校旗




